
　では、私たちが便利に利用している
ケータイ電話が、どのように進化して
きたのか、ここで現在に至るまでの簡
単な生い立ちを紹介します（図2）。
　オフィスや家庭で使われていた有線
電話を、いつでも・どこでも利用した
いというユーザー願望が発展し、車の
トランクに搭載できる車載型の自動車
電話として登場したのが始まりです。
この自動車電話を小型化して、充電で

きる電池と組み合わせ、人が持ち運び
できる電話として開発されたショル
ダーホンが、現在のケータイ電話の原
型です。
　まだ、現在のケータイ電話のように
掌に収まる大きさではなく、牛乳の1L
パックを二段重ねにした大きさで、重
量が3kg程度と重く、とても手に持って
使用できるものではありませんでした。
図3のように、肩に下げて持ち運び、通
話時にハンドセットを手に持って利用
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ケータイ電話の生い立ち

　日本国内では、ケータイ電話の
稼働台数が1億台を突破（2013年末
現在）し、日本の人口を越え、ほ
ぼ国民全員が利用している状況と
なっています。
　近年では、ケータイ電話の高機
能化が進み、従来の通話を主体と
した電話機能だけでなく、パソコ
ン（インターネットを利用した
Web検索など）・カメラ・音楽や動画プレーヤーなど、他の機器の機能をも取り込ん
できています。この結果、ユーザーにとって非常に便利なツールとなり、皆様にとっ
ても手放せないものとなっているのではないでしょうか？

※ 2014 年 3 月現在

図 1 ケータイ電話の機能

図 2　携帯電話の発展 出典：総務省 1）
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していました。
　その後、時
代とともに、
半導体や電子
回 路 技 術 が
急 速 に 進 歩
し、回路部品
も小型化が進
みました。当
初の自動車電
話では、多く

の回線を利用するために図4のように
クリスタル発振素子が何十個も実装さ
れていましたが、シンセサイザーとい
う新しい電子回路技術が発明され、一
個のクリスタルで済むようになりまし
た。また、電子回路部品がIC技術の出

現により飛躍的な進化を遂げ、30cm四
方もあった回路基板が切手サイズの小
さな一個の部品で置き換えられるよう
になったのです（図5）。これによって、
装置の小型化が飛躍的に進み、現在の
大きさが実現できたのです。
　加えて、新しいデジタル通信技術の
開発によって、低出力の無線電力と間
欠動作†で無線回線が接続できるように
なり、電子回路部品の小型化と相まっ
て、消費電力が大きく下がりました。
さらに、小型で大容量の電池も開発さ
れたことも、装置の小型化に大きく貢
献しています（図6）。
　これらの技術の進歩により、ショル
ダーホンから現在のケータイ電話では、
消費電力が非常小さくなり、大きさも

写真提供：（株）NTTドコモ
図 3　ショルダーホン

図 4 発振回路の小型化 出典：NTT電気通信研究所、
武蔵野研究開発センタ－研究実用化報告
図 5 回路基板の小型化 2）

図 6 電池パックの進化（小型化）

† 間欠動作：スリープモードに入った後、再起動（ウェイクアップ）させて必要な機能を実行し、
 　　　　　何もしないと、再びスリープモードに入ることを繰り返すこと
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1/20程度となり省エネと共に省資源化
に大きく貢献する結果となっています
（図7）。

　それでは、現在のケータイ電話が
ユーザーの皆さんの手元に届くまで、
どのように開発され、商品化されてい
るのか説明します。
　ケータイ電話メーカーでは、地球環境
にやさしい商品づくりを心掛け、また、
ユーザーの皆さんに安心して利用してい
ただくため、安全性にも配慮して商品の
開発を行っています。概略的には、以下
のような流れとなっています。
　①市場調査やユーザー意識調査
　②商品企画（商品仕様の策定）
　③開発・設計（ハード・ソフトウエア）
　④品質評価
　　（性能・信頼性・安全性確認など）
　⑤製造
　⑥出荷検査

　⑦市場へ出荷
　市場調査では、ユーザーの購入傾向
を知るため携帯ショップや量販店など
で現在どのようなものが多く売れてい
るか調べ、分析します。また、ユーザー
が本当に何を求めているか調べるた
め、商品の選択理由や購買動機に関し
てアンケート調査や座談会形式で司会
者のリードのもと、7～8人で自由に話
し合うグループインタビュー（図8）な
ども行います。
　商品企画では、これらの調査結果を
参考にして、具体的な商品イメージを
決めます。皆さんがケータイ電話を購
入する際に参考にされるカタログに記

ケータイ電話のできるまで

図 8 グループインタビュー

 出典：国立科学博物館　技術系統化調査報告書　第6集 3）

図 7　ケータイ電話技術の推移
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載されている大きさ、重さ、性能や搭
載する機能などはここでほぼ決定され
ます。また、姿かたちを決定するため
の外観デザインもここで行われます。
　開発・設計では、商品企画で検討さ
れた商品イメージを商品化するための
技術検討を進め、実現するための技術
開発、回路設計や搭載する回路部品の
選定を行います。また、ケータイ電話
の制御や機能を盛り込むためのソフト
ウエア開発も行います。ここでは、3R
を意識し、省エネ・省資源を見据えた
低消費設計や部品の小型化、また、修
理やリサイクルのために易解体性を考
慮して機構設計を行っています。
　品質評価では、開発・設計されたケー
タイ電話が商品仕様通りになっている
か確認するため、量産を行う前に試作
品を作り、性能・信頼性確認評価を行

います。また、ユーザーの皆さんに安
心して利用していただくため、ケータ
イ電話を通話中に落下した場合や、高
温化で車のダッシュボードに長時間置
かれた状況など、色々な条件での安全
性確認評価も行われます（図9、10）。
　品質評価が終わると、いよいよケータ
イ電話の量産が始まりますが、すぐに大
量生産は行わず、プリプロと呼ばれる工
程で限定数量（数百台程度）での生産を
行います。ここで、多量の生産による性
能などのばらつきを確認し、規定のばら
つき内で量産化できることが確認され
た後、大量生産が開始されます（図11、
12）。
　生産されたケータイ電話は、出荷前
に全数が検査（出荷検査）され、傷や
汚れのチェックや動作確認が行われた
後、工場より市場へ出荷されます。

　　　出典：TELECの HPより 4）

図 9 性能評価

 出典：YOSHIDA SEIKI の HPより 5）

図 10 落下強度試験

図 11
生産 /
部品実装

出典：NECカシオモバイルコミュニケーションズ（株）

図 12
生産 /組み
立てライン
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　このように、ケータイ電話は安全で
安心して利用できるように製造され
ていますが、普及が進むにつれて、深
刻な社会問題となる事例も出てきまし
た。本人が意図しないままに多額の料
金を請求されたり、友人関係のトラブ
ルや犯罪に巻き込まれたりする危険性
もはらんでいます。
　特に、現在、広く普及しているスマー
トフォンでは、利用者が自由にアプリ
ケーションをダウンロードしてさま
ざまな機能を利用することが可能にな
り、大変便利になりましたが、その一
方で、利用者が危険にさらされる機会
も増加しています。
　例えば、ケータイ電話に登録されて
いる電話帳や住所録などの個人情報の
漏洩（図13）、ケータイ電話利用者の位
置情報の監視（図14）など、利用者が
意識するしないに関係なく、悪意をも
つアプリケーションをダウンロードし

て実行してしまうことで、利用者のプ
ライバシー情報が抜き取られてしまう
可能性が高くなっています。
　また、青少年のインターネット利用
では、従来はPCを利用してアクセスし
ていたインターネットが、ケータイ電
話でも簡単に接続できるようになり、
出会い系サイトを利用した援助交際や
SNSが関与した自殺誘発など、中学生
や高校生などの若年層における問題発
生が多くなっています。加えて、子供
のゲームサイトアクセスによる多額の
料金請求などの問題も顕在化しました
（図15）。
　これらの問題改善に向けて、関係省
庁、業界団体などが協力し、より安全・
安心にケータイ電話を利用してもらう
ために、さまざまな取り組みを進めて
います。以下に具体的な取り組み例を
紹介します。
①「スマートフォンの利用者情報等に
　  関する連絡協議会6）」

便利なケータイ電話の利用における留意点

図 13 個人情報漏洩 図 14 位置情報の無断搾取 図 15 ゲーム利用による高額請求
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　ケータイ電話は、ユーザーの皆さん
に安全で安心してお使いいただけるよ
うさまざまな工程を経て、お手元に届
けられています。今後も、スマートフォ
ンなどケータイ電話の進化はとどまら
ず、腕時計型やメガネ型など小型軽量
化が進み、より便利で使い易い端末が
出現して社会の発展に大きく貢献して
いくでしょう。
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